
（別紙１） 

 

平成２９年度～平成３３年度 社会福祉法人杜の舎 社会福祉充実計画 

 

 

１．基本的事項 

 

法人名 

       （もりのいえ） 

社会福祉法人 杜の舎 

       

法人番号 8070005005823 

法人代表者氏名 理事長 星野 安正 

法人の主たる所在地 群馬県太田市安良岡町２９８－１ 

連絡先 ０２７６－４９－２２８５ 

地域住民その他の関係

者への意見聴取年月日 
 

公認会計士、税理士等

の意見聴取年月日 
平成２９年５月２５日 

評議員会の承認年月日 平成２９年６月１９日、平成２９年８月８日 

会計年度別の社会福祉

充実残額の推移 

（単位：千円） 

残額総額

(平成 28年

度末現在) 

１か年度目 

(平成 29年

度末現在) 

２か年度目 

(平成 30年

度末現在) 

３か年度目 

(平成 31年

度末現在) 

４か年度目 

(平成 32年

度末現在) 

５か年度目 

(平成 33年

度末現在) 

合計 

社会福祉

充実事業

未充当額 

122,450 

千円 

102,620 

千円 
      

 うち社会福祉充実

事業費（単位：千円） 
  

▲102,620 

千円 
   

▲102,620

千円 
 

本計画の対象期間 平成３０年４月１日より平成３１年３月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．事業計画 

実施時期 事業名 事業種別 
既存・新

規の別 
事業概要 

施設

整備

の有

無 

事業費 

１か年 

度目 

      

小計      

２か年 

度目 

障害者グルー

プホーム移転

創設整備事業 

社会福祉

事業 
新 

既設２カ所（公営住宅・民間集合住宅）

のホームは設備等の経年劣化がみら

れ、高層であることと利用者の高齢化

が相まって大きなバリアとなっている

現状を早期に解決するため新築整備を

おこない移転する。また、障害者地域

生活拠点事業の一部機能として緊急時

の短期入所として利用できるスペース

も確保する。 

①土地一部取得（民間） 

②１棟目自己資金による施設整備 

③２棟目自己資金による施設整備  

有 
141,164,240

円 

小計  

 

  
141,164,240

円 

３か年 

度目 

      

小計  
 

   

４か年 

度目 

      

小計      

５か年 

度目 

      

小計      

 
141,164,240   

円 

※ 欄が不足する場合は適宜追加すること。 

 

 



３．社会福祉充実残額の使途に関する検討結果 

 

検討順 検討結果 

① 社会福祉事業及び公益事

業（小規模事業） 

現在運営する２カ所の高層賃貸（公営住宅・高層集合住宅）ホームの利用者の高齢

化が進み、身体的バリアと共に建物の経年劣化による設備の不備等を早期に解決す

るため、法人として計画を進めていた２カ所のグループホームの移転新築整備を社

会福祉充実計画に組み入れることにより、バリアフリーな環境を提供する。同時に、

障害者の地域の拠点とし、相談支援機能及び短期入所機能を併設する。 

② 地域公益事業 ①の取組の実施によって、残額の発生はない 

③ ①及び②以外の公益事業 ①の取組の実施によって、残額の発生はない 

 

 

 

 

 

 

４．資金計画 

 

事業名 事業費内訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 合計 

障害者グ

ループホ

ーム移転

創設整備

事業 

計画の実施期間に 

おける事業費合計 
 

141,164,240

円 
   

141,164,240

円 

財
源
構
成 

社会福祉充

実残額 
 

102,620,000

円 
   

102,620,000

円 

補助金       

借入金       

事業収益       

その他  
38,544,240

円 
   

38,544,240

円 

※  本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「資金計画」を作成すること。 

 

 

 

 

 

 



５．事業の詳細 

事業名 障害者グループホーム移転創設整備事業 

主な対象者 知的障害者 

想定される対象者数 １２名の入居者及び太田市内の短期入所者２名（空床利用） 

事業の実施地域 群馬県内 

事業の実施時期 平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 

事業内容 

現在運営している２カ所のグループホーム（①平成１７年開所、定員７名、民間集合

住宅②平成１９年３月開所、定員４名、市営住宅）について耐震性はクリアしている

ものの、築後３５～４１年が経過し、設備等も劣化しており、生活に支障をきたして

いる現状がある。また、居室も高層でエレベーター未設置もあり、利用者の高齢化も

相まって大きなバリアとなっている現状を早期に解決するため２カ所のホームを同

時に新築整備し（１カ所は国庫補助申請、１カ所は自主財源による整備）、バリアフ

リーな住空間を提供する。又、２ホームを同一敷地に整備することにより、柔軟且つ

効率的な支援体制をとることが可能となる。 

さらに、障害者地域生活拠点事業の地域での拠点づくりとして、相談支援センター並

びに空床利用の短期入所を２ホームに２床併設することにより、地域の障害者の相談

から緊急時の対応までの複合的機能も併せ持つ。 

事業の実施スケジュール 

1か年度目  

2か年度目 

土地取得（民有地） 

１棟目 施設整備、年度末移転（自主財源による整備） 

２棟目 施設整備 年度末移転（自主財源による整備） 

3か年度目  

4か年度目  

5か年度目  

事業費積算 

（概算） 

 

①土地関係    民有地取得    ５，０００，０００円 

         外構工事     ４，２１２，０００円 

         造成・よう壁   ６，２１０，０００円 

                 １５，４２２，０００円 

 

②１棟目施設整備 設計監理     ２，３７６，０００円 

         本体工事    ６５，９７２，８８０円（相談支援付帯） 

                 ６８，３４８，８８０円 

 

③２棟目施設整備 設計監理     ２，１６０，０００円 

         本体工事    ５５，２３３，３６０円 

                 ５７，３９３，３６０円 

 

合計 １４１，１６４，２４０円（うち社会福祉充実残額充当額 102,620千円） 

地域協議会等の意見と 

その反映状況 
 

※ 本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「事業の詳細」を作成すること 

 

 



６．社会福祉充実残額の全額を活用しない又は計画の実施期間が５か年度を超える 

理由 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


